
Bridge
Singapore
Business
News 2020

EDB 

https://www.edb.gov.sg/ja.html

Jul.-Sep.



1 Br idge  S ingapore  Bus iness  News Ju l . -Sep .  2020

JID
 FE

A
T

U
R

E

M e s s a g e  f r o m  S i n g a p o r e

ジュロン・イノベーション地区（JID）は、シンガポール製造業
地帯の中心に位置する広さ 600 ヘクタールの次世代地区です。
私たちは JID の中に研究機関、能力開発会社、テクノロジーとト
レーニングの提供会社、そして未来の工場などからなる次世代
製造技術のエコシステムを築いています。JID は、企業がアイデ
アを生み、革新し、スキルを高め、製造を行うためのワンストッ
プ・ハブです。このエコシステムは急速に拡大中で、JID はアジ
アの主導的な次世代製造技術のハブになるための準備を整えて
います。それに加えシンガポールは、新しい製造技術とソリュー
ションの最も大規模な生きた実験室でもあります。そこではア
イデアと技術（3Dプリンティング、5G、自律走行車など）の開
発、試作品製作、試験が行われ、イノベーションのすばやい市場
投入を可能にしています。

今、テクノロジーが産業の変革と企業の再構築を引き起こして
います。この変革はパンデミックとサプライチェーン破断によって
拍車がかかり、世界中の需要に影響を及ぼしています。今やイン
ダストリー4.0は必須となり、シンガポールとアセアン地域で活動
している企業は、この変革の歩みを始めるにあたり総合的なサ
ポートを必要としています。私たちがJIDの中に築いているエコシ
ステムは、次世代製造の技術やプロセスの導入を成功させるため
に多くの企業が必要とする、リソースと専門知識を提供します。

　さらに私たちは、メーカーが最も繁栄するのはパートナーとの協
働を促す環境の中であると認識しています。研究・試験からロジス
ティクス、トレーニングプログラムまで、製造バリューチェーンのあ
らゆる領域を包含するJIDでは、先進的メーカーや業界リーダーが
すぐに活動を開始して新製品とイノベーションをすばやく商用化
することができます。たとえば日本の産業機械メーカー、ソディック



（Sodick）は、3Dプリンティング技術を紹介するテクノロジーセン
ターをJID内に開設しました。同社は専門技術を提供し、企業にお
ける3Dプリンティング導入をサポートしています。また、国際的な
次世代製造技術のリーダーであるシーメンス（Siemens）とボッ
シュ・レックスロス（Bosch Rexroth）は、それぞれ先端製造業変
革センター（AM TC : A d v a n c e  M a n u f a c t u r i n g  
Trans fo rmat ion  Cente r）、地域トレーニングセンター
（Regional Training Centre）を設立しています。これらのコン
ピテンスセンターとトレーニングセンターは、企業がAMを導入し
たり変革に必要な人材をスキルアップさせたりするのを支援する
でしょう。

　JID内には南洋理工大学（NTU: Nanyang Technological 
University, Singapore）があります。世界大学ランキング12位、
学部生と大学院生が計33,000人を超える同大学は、人工知能研
究で世界No.1、エンジニアリングとテクノロジーの分野でアジア
No.1にランクされています。NTUの存在によりJID内の企業は人
材と研究ノウハウを即座に利用でき、イノベーションとオペレー
ションを強化できます。

　JIDにはシンガポール科学技術研究庁（A*STAR）の研究機関も
設立されています。たとえば、アドバンスト・リマニュファクチャ
リング&テクノロジー・センター（ARTC：Ad v a n c e d  
Remanufacturing and Technology Centre）、シンガポール
製造技術研究所（SIMTech：Singapore Ins t i tu te  of  
Manufacturing Technology）です。それらの研究開発機関が
製造技術の研究能力を企業に提供し、商用化プロジェクトの進展
を加速します。

典型的な工業団地と異なり、JIDは車の少ないサステナブルなエ
リアとして設計され、緑豊かで多種多様な生物が生息しています。
クリーンでグリーンなアドバンストマニュファクチャリング活動に
よって職場環境は以前よりもはるかに快適になり、人材を強く引
き付けます。またJID内では専用の地区物流ネットワークを地下に
整備しており、これはシンガポール初の施策です。これにより、地
上スペースをビジネスやコミュニティのために活用しつつ物流効
率を高めることができます。

　日本は次世代製造技術のグローバルリーダーです。トヨタ、ホ
ンダのような未来の自動車工場からマキノ、ヤマザキマザックのよ
うな工作機械メーカーのイネーブラーまで、各社のパートナーシッ
プの深化が互いに大きな収穫をもたらしています。

　新型コロナウイルス感染症は世界規模のサプライチェーンを破
断させ、経済に打撃を与えました。それに世界的な貿易紛争も加
わった結果、アジアがより統合的なサプライチェーンと弾力的な
生産基盤を確立することへのニーズや機会が増大しました。日本
企業は、JIDでの密接な協働とイノベーションを通して競争優位を
獲得できます。 

　JID内のエコシステムはすでに拡大中で、シマノ、現代自動車と
いった先進的メーカーが未来の工場を、また大手ソリューションプ
ロバイダーのソディック、シーメンス、ボッシュ・レックスロスがイ
ノベーションセンターをこの地区に作っています。日本のイネーブ
ラーとメーカーにもぜひ、このエコシステムに加わり同地域内の豊
富なインダストリー4.0導入機会を活用していただきたいと考え
ます。

2 Br idge  S ingapore  Bus iness  News Ju l . -Sep .  2020

JID
 FE

A
T

U
R

E



ジュロンイノベーション地区は、インダストリー 4.0 を実現
するために作られたイノベーションハブだ。緑あふれる 600 ヘ
クタールにも及ぶ広大なビジネスパークには、公的研究機関、大
学、企業によるコミュニティが形成され、さまざまな開発コラボ
レーションが行われている。5つの区画で構成されており、才能
とトレーニング、研究開発、テクノロジープロバイダー、未来の
工場という 4 つの分野に分かれている。才能とトレーニングの
分野では南洋理工大学とボッシュ・レックスロスのトレーニング
センターがある。ここでは開発のための人材を集めたり、先進的
な製造業のトレーニングなどを行うことが可能だ。特にトレー
ニングではその企業に合った最先端のテクノロジーのトレーニ
ングコンテンツを共同開発し、講師やメンターの派遣などもで
きる。一方研究開発の分野では、シンガポール科学技術研究庁
（以下、A*STAR）の 3 つの研究機関と Digital Capability 
Center シンガポールが存在する。A*STAR の研究機関の一つ、
Advanced Remanufacturing and Technology Centre
（ARTC）は高度な製造と再製造に焦点を当てた研究開発が行わ
れ、グローバルな多国籍企業から中小企業に至る 80 を超える企
業で構成される。またシンガポール製造技術研究所（SIMTech）は

自動化などによる新たな製造プロセスと製造システムの実証実
験が行われ、精密工学、医療機器、航空宇宙、自動車、船舶、石油・
ガス、電子機器、半導体、ロジスティクスなど、さまざまな業界に
おける高付加価値製造の研究が中心である。そして国立計測セ
ンター（NMC）は次世代製造技術やクリーンエネルギー、ナノテ
クノロジー、輸送、医療技術などにおける測定基準の確立など、
新しい技術革新を可能にするために測定科学の研究開発を行っ
ている。

ジュロンイノベーション地区を担う4分野のうちの一つがテクノ
ロジープロバイダーの存在だ。テクノロジープロバイダーは次世代
製造技術をコミュニティに提供し、新たな製造プロセスの確立や
製品開発などをともに行ってくれる。現在テクノロジープロバイ
ダーは3社から構成されている。ISDN SoftwareはIoTや制御コ
ントロールなどインダストリー4.0を実現するためのソリューショ
ン提供を行う。またシーメンスのAdvance Manufacturing 
Transformation Center（AMTC）は、企業が次世代製造技術
を導入する際のガイダンス、サポート、トレーニングなどを提供し
てくれる。そして今回フォーカスするソディックはアディティブ・マ

I n t r o d u c t i o n

t o  J I D
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ニュファクチャリング（3Dプリンティング）に関するソリューション
を提供する。ソディックは日本を代表する工作機械メーカーで、
2014年以降金属3Dプリンタを発表し、グローバルマーケットへ
と進出を果たしている。このソディック・シンガポール「テクノ・セ
ンター」は、金属３Ｄプリンタを使用した最先端技術による金型製
作の受託加工やコンサルティング・販売サポート・メンテナンス業
務を提供している。ここでは業界向けの積層造形ソリューションに
関するセミナーやコースが提供されるだけではなく、ソディックの
金属3Dプリンタを中心に射出成形機などが展示されており、ア
ディティブ・マニュファクチャリングに関心のある企業は、ソディッ
クと協力して新しいアイデアやコンセプトの開発、さらには試作テ
スト、導入までを行うことができる。金属3Dプリンタを導入するこ
とで多品種少量のカスタマイズ生産が可能になり、デジタルを中心
としたオンデマンドの試作・製造が実現可能だ。またソディック・

シンガポール「テクノ・センター」の近くには南洋理工大学や
A*STARのAdvanced Remanufacturing and Technology 
Centre（ARTC）などがあり、人材へすぐさまアクセスし共同研究
開発も行うことができる。シマノの代表取締役社長島野容三氏は
次のように述べている。「シンガポールは、戦略的立地、優れたイン
フラ、質の高い労働力、政治的・社会的安定性から、当社の未来の
工場の設立に最適な場所です。ジュロン・イノベーション・ディスト
リクトに建設される当社の最も先進的な製造施設では、お客様の
ために革新的でエキサイティングな新しいソリューションを創造
し、価値創造企業としての存在感を高めていきたいと考えています」

4つの分野の最後にご紹介するのが“未来の工場”だ。未来の工
場はシマノを中心にご紹介していくが、シマノは1973年からシン
ガポールに進出する企業だが、ジュロンイノベーション地区に作ら
れたこの工場は、デジタルやロボティクス、モニタリングによってコ
ントロールされた最先端のスマートファクトリーである。未来の工
場では、スマートセンサーによって生産工程がデータ化され、集積
されたビッグデータを使ってリアルタイムに生産効率が分析され
改善が行われる。また各プロセスには可能な限りロボットと自律
型無人搬送車が組み込まれており生産プロセスの自動化によって
人による労働依存を下げることに成功している。こうしたデジタル
化と自動化によって圧倒的に効率化された未来の工場は、生産効
率を高めるだけではなく、シマノのサイクリング事業におけるR＆
Dハブとしての役割も果たすこととなる。例えばウェアラブルテクノ
ロジーと自転車の統合や、サイクリング用アパレル製品の開発のた
めの特別な素材の使用など、新たな製品開発やソリューションの研

究が行われる。このスマートファクトリーはシマノで初めてのイン
テリジェント工場となる試みだが、高度にデジタル化、自動化され
た工場では、新たなスキルを持つ人材も必要だ。シマノではスタッ
フを継続的に育成し、スマートファクトリーに最適な能力を発揮す
る体系的なトレーニングを実施し、高度人材を増やしていく方向
にある。そしてこうした人材育成や研究開発を行う場としてもジュ
ロンイノベーション地区は最適な場所といえる。ソディックシンガ
ポールのエグゼクティブディレクターのダニエル・タン氏は以下の
ように述べている。「シンガポールと、この地域の先進的な製造業
は成長してきており、今後もさらに成長していくことが予想されま
す。そして、進化する製造部門とビジネスニーズをサポートするた
めのイノベーションとブレークスルーが求められています。ジュロ
ン・イノベーション地区とそのエコシステムは、これをサポートする
ためのリソースを提供することができます」

　これまでご紹介してきたように、ジュロンイノベーション地区で
は人材と研究開発、テクノロジープロバイダー、未来の工場などが
必要に応じて連携するイノベーションのエコシステムが整ってい
る。また、ジュロンイノベーション地区はビジネスパークとして快
適な環境、ロジスティクスが整備されており、エコガーデンやブリ
ムパーク、ダイニングやショッピングスポットなどが整っており、こ
こではワークショップやフェスティバルなども開催される。このハ
イテクとエコが調和したジュロンイノベーション地区が完成した
際には、研究開発、イノベーション、高度な製造活動において将来
約95,000の新しい仕事がもたらされると推定されている。一大ハ
ブとして新たな時代の産業と多くの雇用を生み出すだろう。
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Vibrant Activity in JIDVibrant Activity in JID
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　シンガポールを訪れたことのある方なら、カヤトーストがシ
ンガポールで最も高い人気を誇る伝統的な朝食メニューの一つ
であることをご存じだろう。カヤとは、ココナッツミルクと砂
糖、卵、パンダンリーフで作られた濃厚なジャムのことだ。
　中でもYa Kun Kaya Toastは、75年以上の歴史を誇るシンガ
ポールでも有名なコーヒーショップで、カヤトーストとコー
ヒーをアジア全域に140店舗を展開している。また、Ya Kunが
現地で提供するコーヒーは「コピ」と呼ばれ、南洋スタイルの
コーヒーとしても有名だ。現在、Ya Kun Kaya Toastは朝食に限
らずティータイムにも、幅広い世代の交流の場としてシンガ
ポールでひとつの文化を築いている。
そんなシンガポールの名店であるYa Kunが7月1日に日本第1

号店として、Ya Kun Kaya Toast新宿住友ビル店がオープンした。
　ちなみに、Ya Kunは日本進出以前から、シンガポール限定で
グリコとのコラボレーションを行っており、共同で、ポッキーの
カヤトースト味とコピ味という、2つの限定商品を開発している。 
　コロナ禍の最中に1号店のオープンを決定した理由につい
てインタビューを受けた同社の広報担当者は 「日本はヨーロッ
パ、アメリカカルチャーを取り入れる傾向が強くありましたが、
ここ最近はアジアの文化を多く利用する機会が見受けられます」

と語っている。そして、今後もアジア文化への関心がさらに高ま
るという確信から、日本での事業拡大を目指している。

　もう一つ、今度は日本からシンガポールに進出するコーヒー
ブランドをご紹介しよう。「%Arabica」は京都のコーヒーブラン
ドで、2019年6月にシンガポール初進出を行った。待望の1号店
は、オープンと同時に店の前には長蛇の列ができ一躍人気と
なったお店だ。
　その後、「%Arabica」はわずか1年で急速に事業を拡大し、シン
ガポール国内にさらに3店舗を設けている。この出店スピードは
「%Arabica」がいかにシンガポールで高い人気を誇っているか
を物語っている。「%Arabica」は、ハワイに自社のコーヒー農園
を所有するだけではなく、全世界から自信を持って仕入れた
コーヒー豆を提供している。「%Arabica」はグローバル・ヘッド・
バリスタを務める山口淳一氏、小西秀両氏のリーダーシップの
もと、フィリピンやアラブ首長国連邦、オマーン、中国をはじめ、
世界各地へと急速に事業を拡大している。
　日本とシンガポールは9月18日、必要不可欠な出張を認める
「相互グリーンレーン」を確立した。コロナ禍が1日も早く終息
し、両国間の観光が再び可能になることで、今度はそれぞれの国
で、現地の味が楽しめるようになることを期待したい。
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